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抽
席
想
の
構
造
の
分
析

子象日

眉奇

本日
H占、

1
1
1
1
1』
と
、
ユ

ヨた ι) 

構

第
四
十
八
巻

二
ハ
六

第

蹴

ノ、

A 

~ 
，:1'(.. 

':fu 
又Z，

分

析

0) 

y
F
l
y
の
危
険
漂
論
と
そ
の
批
判
1
1
1

τ士f

円

秀

夫

山

一一
何回

yr
と

C
2
2
E
口々

1
1
l
ナ
イ
ト
の
危
険
理
論

さ
ユ
ル
ダ

1
ル
の
危
険
理
論
の
批
判
、
経
済
危
険
に
於
て
客
観
的
危
険
は
可
知
な

p
中

さ
ユ
ル
グ
l

ル
の
危
険
理
論

四

危
険
評
債
の
因
子

最
近
ケ
イ
ン
ズ
の
一
一
般
理
論
」
の
出
現
と
前
後
し
て
、
経
済
獲
勤
理
論
の
方
法
と
し
て
「
疎
想
白
方
法
」

(
E
E
E
L
A
E言
。

E
Eロ
)
が
設
か
れ

る
に
到
っ
た
。
(
例
へ
ば
仏
間
・
目
。

ru
富
子
問
。
司
自
主

-HJE2可
。
『
開

E
Z。『
E
g
r
開
S
E
E
n
同

S
E
P
-
-
-
5
0
3凶
E
W

【
唱
・
ど
∞

t
N・
を
見
よ
。
)

此
の
抽
思
想
の
方
法
が
如
何
な
る
理
論
的
意
義
を
有
す
る
か
は
、
確
か
に
、
現
在
昔
、
、
が
解
決
を
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
比
の
場
合
、

先
づ
吾
ミ
は
、
強
想
と
は
何
品
、
珠
想
は
如
何
な
る
構
遣
を
有
す
る
か
、
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
、
b
ね
。
本
稿
の
問
題
は
此
の
後
の
黙
に
存
す
る
が
、
こ

L

に
は
さ
ユ
ル

F
l
ル
の
危
険
理
論
を
中
心
に
こ
れ
を
考
へ
て
見
度
い
と
思
ふ
。
た
だ
、
筆
者
の
保
険
理
論
並
び
に
確
率
論
に
闘
す
る
知
識
は
撤
め
て

不
完
全
で
あ
る
か
ら
、
此
白
方
面
の
専
門
家
は
恐
ら
〈
以
下
の
証
明
述
白
多
く
の
駄
に
快
陥
を
見
出
さ
れ
る
と
と
と
思
ふ
。
此
の
知
、
識
者
の
御
敬
一
不
を

切
望
す
る
。



曇
帯
主
f

l

と
見既
らに
.ft- 1也
る1) 議
と舎
と.Iこ
ろ 36誌
でじ

k 
如
く

ル
ダ
I
ル
は
ナ
イ
ト
の
修
正
的
笈
展
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
費
動
理
論
の
研
究
を
成
就
し
た

、
ミ

ユ

ミ
ュ
ル
ダ
l
ル
の
ナ
イ
ト
批
判
の
頂
黙
を
な
す
も
の
は
、
危
険
理
論
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
っ
て
、

ナ
イ

ト
の
説
い
た
如
き
同
一
存
と

C
3
2円
Z
5
3一
と
の
匡
別
は
存
在
せ
や
、
と
い
ふ
こ
と
に
回
附
着
す
る
が
、
、
旬、
ユ

ル
、
グ
ー
ん
に
於
行
る
珠

想
の
構
造
の
分
析
の
根
本
も
亦
此
の
命
題
に
見
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
二
見
迂
遠
に
思
は
れ
る
が
、
ナ
イ
ト
の
危
険
理
論
を
概
説
し
、

彼
に
於
け
る
危
険
占
不
確
定
と
の
匝
別
を
明
か
に
す
る
と
と
よ
り
始
め
る
の
が
、
政
解
に
便
宜
で
-
b
F
G
T
と
町
山
は
れ
る
。

ナ
イ
ト
は
一
続
的
危
険
概
念
に
慨
ら
ず
、
そ
の
経
済
措
的
意
義
、
特
に
利
潤
静
一
生
の
康
問
た
る
や
否
や
の
現
射
に
照
し
て
、
そ
こ
に
殺
意
的
測
定
が

可
能
な
る
危
険

2
6
E
P
-
-
3
Z
0
5ど
と

M

鳴
ら

f
る
危
険

(
5
2
2百戸自己
w
w
E
r
)
L
L
D
限
則
を
設
け
る
。
ー
ー
ー
保
険
に
於
て
保
険
料
算
出
に
統
計
的

確
耕
平
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
ご
と
川
周
知
の
如
〈
で
め
る
が
、
か
〈
の
如
く
保
険
さ
る
-hu
危
険
は
前
者
の
麹
例
で
る
っ
て
、
ず
イ
ト
は
か
か
る
危
険

t

百
件
と
呼
ぶ
。
と
こ
ろ
で
危
険
に
し
て
若
し
か
〈
の
如
き
測
定
し
得
る
数
量
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
危
険
を
合
む
個
ミ
の
扶
祝
は
成
程

E
5
2
5
w
E
ご

と

看
倣
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
此
の
不
確
定
性
は
容
易
に
事
賃
上
の
確
定
(
0
司

R
E
2
2
ユ
E
Zこ
に
境
換
さ
れ
る
。
蓋
し
晶
か
る
場
合
が
可
成

P
D

数
に
上
る
な
ら
ば
、
結
果
は
大
教
法
則
に
従
っ
て
議
測
し
得
る
こ
と
と
な
り
、
か
か
る
橡
測
の
誤
差
は
場
合
の
教
が
噌
加
す
る
と
共
に
一
本
に
近
づ
〈
'F

b
で
あ
る
。
従
ワ
て
不
確
定
を
望
宜
し
い
程
度
に
ま
で
引
下
げ
る
鑓
に
、
充
分
多
数
の
場
合
を
組
合
せ
る
こ
と
は
、
殖
に
替
業
組
織
の
初
歩
的
後
援
の

問
題
に
過
ぎ
な
い
。
」
か
〈
て
「
企
業
者
が
偲
に
個
ミ
白
企
業
活
動
の
結
果
を
拍
車
め
知

p
得
な
い
に
し
て
も
、
凡
て
の
可
能
な
結
果
の
確
率
の
数
量
的

知
識
に
し
て
持
ち
得
る
な
ら
ば
、
勝
来
の
精
確
な
る
知
識
に
よ
っ
て
彼
は
行
動
し
そ
の
上
に
彼
白
申
出
を
某
礎
づ
け
得
る
で
あ
ら
う
。
何
故
か
な
れ
ば
、

大
多
数
の
企
業
活
動
(
彼
自
替
業
白
み
に
於
け
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
又
管
業
一
般
に
於
け
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
よ
い
)
に
某
い
て
計
算
す
る
と
と
に

よ
っ
て
、
損
失
は
一
定
額
白
費
用
に
捜
換
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
特
殊
の
費
用
が
輯
組
さ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
任
意
白
他
の
支
出
と
同
様
な
る
費
用
に
過
ぎ
ず
、
費
用
と
牧
盆
の
差
た
る
利
潤
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
叫
」

以
上
の
保
険
的
確
率
列
断
と
も
名
付
け
得
べ
き
も
白
は
、
吾
ミ
が
直
接
間
接
経
験
し
た
事
物
を
分
類
し
、
そ
の
数
量
的
標
識
を
整
理
加
工
す
墨
己
と

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
確
率
は
精
密
に
数
量
的
に
測
定
さ
れ
る
。
と
と
ろ
で
吾
ミ
が
日
常
行
ひ
つ
つ
あ
る
判
断
は
、
と
れ
か
、
b
行
は
う

車
思
想
の
構
遣
の
分
析

第
四
十
八
巻

〆、

七

第

競

六
九

''? 
1 

ミミ ユG. Myrdal: P口sbil(lningsproblemeto(:h FÖT~nderlighete町 I927・拙稿、
Fレダー pレの輝済費動現論、経済論叢、四七ノ問。
Knight: Risk， Uncertainty， a.nd Profit， 1921. (Reprint， 1933). 
Knight : iLiu， p・ 46. 4) Knigh t ~ il>id. p.. 1:99・

2) 
3) 



環
想
の
構
遣
の
分
析

第
四
十
凡
巻

一
六
八

第

披

七
O 

、
と
す
る
行
動
の
第
、
将
来
如
何
な
る
こ
と
が
起
る
か
に
関
す
る
こ
主
が
多
く
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
「
そ
の
何
れ
が
起
る
か
は
橡
め
明
か
で
は
な
い
が
、

何
れ
か
そ
の
一
つ
が
起
る
で
る
ら
う
」
と
い
ふ
如
き
多
数
白
出
来
事
に
関
す
る
判
断
で
あ
っ
て
、
〉

-
-
2
5
Z耳
目
J
E
F
E
-
E
Z
に
闘
す
る
貼
で
は
、
銭

を
投
げ
た
時
表
裏
何
れ
が
出
る
か
と
同
様
な
、
確
率
判
断
で
あ
る
が
、
此
の
謂
は
ば
日
常
的
確
率
判
断
は
、
さ
き
に
保
険
的
確
山
中
判
断
に
つ
い
て
叙
べ

た
精
斡
性
を
紙
「
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
金
人
口
か
ら

ロ

門

司

PDLC】ロ

に
選
び
出
さ
れ
た
任
意
の
一
人
が
能
人
で
あ
る
確
率
は
犯
罪
統
計
又

は
刑
事
統
計
を
刑
ひ
て
吸
致
的
に
椛
兄
し
得
わ
れ
る
で
あ

b
う
が
、
今
私
の
隣
に
ゐ
る
「
此
の
」
特
定
の
人
が
裕
人
で
あ
る
か
荷
か
は
測
定
し
符
な
い
、

|
|
彼
の
教
育
程
度
、
被
の
生
前
慣
習
及
び
生
活
態
度
、
彼
の
家
胞
の
事
情
、
被
の
年
齢
等
ミ
白
数
多
く
の
事
情
が
考
へ
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
山
で
あ
ら

う
が
、
此
等
の
射
で
彼
に
よ
〈
似
た
人
ミ
が
多
数
ゐ
て
統
計
的
研
究
を
行
ふ
材
料
を
提
供
し
て
央
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
〈
て
保
険
的
確
率
判
断
と

河
常
的
確
率
叫
断
」

d
、
前
者
が
」
一

-3時
』

E
2
0
守
宮
で
&
己
に
反
し
て
後
者
が

44Cロ
E
-
g
z
Z戸

-
4
0
Z日
で
色
る
鮎

ε奥
る
が
.
然

L
こ
れ
よ
目

し
て
更
に
次
の
重
要
な
直
別
を
生

f
る
。
印
ち
、
前
者
に
於
て
危
険
は
既
症
の
意
味
に
於
て
一
既
知
」
(
「
ロ
へ
量
と
で
あ
り
「
除
去
可
能
」
(
百
LME--L伶
)

で
あ
っ
た
が
、
後
者
に
於
て
そ
れ
は
一
不
可
知
」

(
g
rコ
C5v)
に
し
て
「
除
去
し
難
い
」

(
E
E己
E
Z
O
)
の
で
あ
る
。
此
の
最
後
の
意
味
に
於
て
日
常

的
確
率
判
断
に
於
て
現
は
れ
る
危
険
は
「
不
確
定
」

(
F
2
2
1
2
Eこ
と
可
ば
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
不
確
定
は
「
無
知
と
、
知
識
で
は
な
〈
意
見
に

よ
っ
て
行
動
す
る
必
要
と
、
の
事
責
」
(
己
E
Z
E
C『回向
Z
2
E
B
B
-
z
n
m
E
q
c『
p
n
E
R
c
-
E
d
C】

》

E
S
E
-
5
=
H
E
r
s三
宮
-
向
。
)
白
需
に

他
な
ら
ぬ
。

さ
て
危
険
と
不
確
定
と
は
上
記
の
如
〈
直
則
さ
れ
る
が
、
此
の
直
別
は
絞
済
閣
申
上
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
。
ナ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
常
面
の
問
題

た
る
経
済
危
険

(
2
5
2互
の
己
y
y
r
Z
3
5
2
2
L山
)
は
、
範
鴎
的
に
は
、
前
者
に
属
せ
ず
し
て
、
後
者
に
属
す
る
。
彼
は
説
い
て
回
〈
。
「
一
例
と
し

て
、
任
意
白
経
済
危
険
を
と
っ
て
凡
ょ
う
o

と
こ
に
工
場
主
あ
り
、
そ
の
仕
事
の
能
率
を
相
選
す
る
錫
に
、
仕
事
の
可
成
の
部
分
を
他
人
に
委
託
す
る

と
と
が
呆
し
て
得
策
な
り
や
否
宇
を
考
慮
中
で
あ
る
と
す
る
o

彼
は
、
数
量
的
に
測
定
し
得
る
要
素
を
能
中
限
り
考
慮
し
た
が
ら
、
此
の
提
案
に
ワ

ν

て
あ
れ
こ
れ
思
案
し
て
見
る
で
あ
ら
う
が
、
結
局
落
着
〈
と
こ
ろ
は
、
或
る
何
れ
か
の
方
法
に
従
っ
て
行
動
し
た
場
合
の
蕎
然
的
な
精
呆
の
見
積
り

(
R
E
E
E
o
-
-
。
ご
官
官
。
-
己
-
L
E
V
E
E
Z
O
A
-
E
〕二
v
E言
語
み

E
Z
E
o
c
-
p
n
E
Cロ
)
で
あ
る

o
此
の
列
断
の
中
に
一
弾
誤
差
の
(
或
は
誤
差
の
或
る

指
定
さ
れ
た
値
の
)
確
率
と
い
ふ
如
き
も
の
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
で
る
ら
ろ
か
。
明
か
に
先
験
的
確
率
の
算
定
に
う
い
て
語
る
こ
と
は
勿
論
、
撤
め
て
多

〈
の
事
例
か
ら
の
確
率
の
算
出
に
つ
い
て
語
る
こ
と
も
無
意
味
で
あ
る
。
」
但
し
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
ナ
イ
ト
は
決
し
て
凡
て
の
経
済
危
険
が
不

確
定
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
糎
祷
危
険
の
あ
る
も
の
が
保
除
さ
れ
て
府
り
、
叉
有
限
責
任
株
式
曾
祉
の
制
度

或
は
組
織
化
さ
れ
た
る
取
引
所
の
制
度
が
経
済
危
険
を
除
去
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
ナ
イ
ト
が

E
5
2
2
2
z
p
E々
と
す
る
経
済
危
険
は
、

Knight: ibid. p. 226 6) Knight: ibid・p.268. 5) 



か
く
で
何
時
理
る
と
こ
ろ
の
、
企
業
者
口
判
断
乃
至
辻
決
意
に
於
げ
る
そ
れ
で
あ
る
。
比
っ
限
定
の

τに
鞠
済
危
険
は
不
穏
定
に
廟
ず
る
が
、
ナ
イ
ト
に

於
で
利
凋
は
此
の
不
確
定
と
の
閥
聯
に
於
て
設
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
既
惑
に
よ
っ
で
明
か
な
る
如
〈
、

E
2
2
5
Zゆ
と

5
2
E
Y
E
D
Z
n
と
の
直
別

は

E-zzo
と

zcE口
語

Er-ぬ
と
心
区
別
に
平
行
す
る
。
と
こ
ろ
で
損
害
が
保
険
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
に
利
潤
成
立
の
畿
地
は
存
し
な
い
。
之
に
反
し

て
不
確
定
ほ
測
定
し
得
子
保
険
し
得
な
い
、
従
つ
で
そ
れ
よ

P
生
ず
る
損
害
(
著
し
〈
は
利
潤
)
を
後
め
費
用
と
し
亡
加
算
(
或
は
利
潤
と
し
て
控
除
)
す

る
と
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
誌
に
生
煮
物
の
生
産
諸
要
素
へ
の
無
剰
儀
分
配
と
い
ふ
競
争
の
割
論
的
機
構
は
そ
の
噛
刊
誌
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

h
M

〈
て
此
の
不
確
定
こ
そ
「
利
潤
白
正
し
い
理
論
の
某
礎
を
形
戒
し
理
論
的
競
容
と
現
貨
の
競
争
と
の
喰
遺
ひ
を
説
明
す
る
と
と
ろ
の
も
の
」
で
あ
る
。

ーー

ナ
イ
ト
の
危
険
哩
識
は
略
と
と
記
の
如
く
で
あ
る
が
、

ル
ダ

l
ル
に
於
け
る
預
想
の
構
造
の
分
析
の
基
本
的
視
鮎
は
と
れ
と

、
よ

針
照
ナ
る
と
き
、

日
曜
も
明
瞭
と
友
る
。

工

ル
ダ

1
ル
は
突
の
二
一
知
に
於
て
ナ
イ
ト
の
烈
論
を
斥
け
る
。

総
務
危
険
が
粗
雑
に
し
か
計
算
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
占
は
事
責
で
あ
る
が
、
そ
れ
同
危
険
負
携
の
取
引
に
於
て
評
領
主
岨
胞
が
限
界
内
に
あ
る

(百円
E
E
E
品目

Z])
と
と
に
来
く
こ
と
が
多
い
。
而
し
で
一
般
に
、
測
定
し
符
ず
と
も
大
小
を
比
較
し
得
る
な
ら
ば
、

z
n
ミ
は
「
験
豊
」
に
つ
い
て
語
り

得
る
筈
で
あ
る
。
危
険
は
此
D
意
味
に
於
げ
る
按
量
で
る
る
。

同
保
険
し
得
る
危
険
と
然
ら
ざ
る
危
険
と
白
差
は
ム
ア
イ
ト
の
設
〈
如
〈
緒
針
的
な
る
も
の
で
は
な
〈
、
相
封
的
な
も
の
、
程
度
の
差
に
過
ぎ
向
。

膏
ミ
は
続
計
的
確
率
を
算
出
す
る
に
常
つ
て
は
、
類
似
む
事
例
を
集
品
、
そ
の
集
り
に
つ
い
て
事
象
が
起
る
確
率
を
求
め
る
が
、
鰭
験
的
確
事
の
場
合

(.1) 
事
例
の
同
質
性
は
勿
論
完
全
で
は
な
〈
、
類
似
性
が
相
常
高
い
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
日
常
的
確
窄
判
断
に
於
て
も
類
似
の
事
例
は
集
品
得
ら
れ

る
。
た
だ
同
質
性
が
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
此
の
意
味
に
於
て
前
者
の
差
は
程
度
の
廷
に
週
ぎ
ぬ
と
一
五
は
れ
る
。
貨
は
十
イ
ト
も
保
険
的

確
率
判
断
と
日
常
的
縮
率
判
断
と
の
相
遣
が
程
度
白
廷
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
然
し
ナ
イ
ト
は
経
済
的
意
味
を
重
視
し
た
叙
危
険
と
不
確
定

と
を
直
別
し
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ユ
ル
グ
1

ル
は
純
梓
に
危
険
理
論
の
立
場
よ
り
此
白
区
別
を
無
窓
義
と
す
る
白
で
あ
る
。

ω
固
有
の
経
済
危
険
が
保
険
さ
れ
得
ぬ
(
乃
至
は
何
ら
か
の
形
に
於
て
保
険
の
原
理
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ね
)
事
貨
は
ナ
イ
ト
の
割
前
の
最

大
白
鷲
限
駄
と
見
ら
れ
る
が
、
単
に
測
定
可
能
か
存
か
を
保
険
可
能
か
否
か
を
決
す
る
某
準
と
見
た
の
は
謬

P
で
あ
る
。
事
費
に
徴
し
て
も
保
険
制
度

は
統
計
的
確
率
が
調
査
さ
れ
る
盗
か
以
前
よ
り
ん
仔
在
し
た
。
理
論
的
に
一
再
へ
ば
「
諸
倒
人
白
、
夫
白
歯
と

L
で
は
不
可
知
の
危
険
の
(
他
。
も
の
四
大
さ

噛
皿
相
岨
の
構
謹
白
分
析

第
四
十
八
巻

傍

観

七

ノ、

九

Knight: ibid. p. 20. 

Mァrdal:ibid. p. 95. 103， 106. 
Myrdal: ibid. p. 100， 109. 
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と
の
比
較
に
於
け
る
)
相
封
的
比
率
が
知
ら
れ
、

此
晶
す
の
危
険
が
充
分
な
る
程
度
に
於
て
互
に
潤
立
で
あ
り
、
更
に
遺
徳
的
危
険
が
克
服
し
難
い
主
で

に
大
き
〈
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
で
凡
て
存
翻
的
前
提
は
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
更
に
此
上
に
、
主
観
的
保
件
と
し
て
、
諾
ミ
の
危
険
負
檎
者
に
於
け
る

損
害
白
評
債
が
そ
の
存
視
的
な
大
さ
よ
り
も
充
分
大
で
あ
る
と
と
が
附
加
は
り
さ
へ
す
れ
ば
、
保
険
契
約
が
賛
際
結
ぼ
れ
る
か

rう
か
は
、
単
に
印
判
例

・
純
瑚
的
に
は
可
測
性
は
危
険
の
保
険
可
能
性
と
金
〈
無
関
係
で
る
る
。
」

組
織
白
完
備
の
問
題
に
腸
す
る
。

更
に
さ
ユ
ル
ダ
1

ル
は
ナ
イ
ト
を
遁

脚
申
し
て
路
神
危
険
が
保
険
し
得
ダ
る
深
山
と
し
て
、

相
府
消
危
険
が
正
に
禍
立
ぜ
な
い
こ
止
、
世
間
帯
げ
る
。
純
済
危
険
に
於
て
最
も
賞
事
一
な
の
は
何
格
襲

動
の
危
険
で
あ
る
が
、

債
格
嬰
動
は
草
に

従
っ
て
損
誌
は
多
く
の
産
業
部
門

一
産
業
部
門
の
み
に
起
る
も
の
に
非
ず
し
て
一
般
的
関
聯
を
以
て
生
じ
、

.ぷ、 f之

内於
てす 可ご

め同
る刊)時
。Iてこ

王室
生
し

そ
れ
が
有
数
で
あ
る
潟
に
は
、

保
険
は
、

非
常
に
庚
い
範
間
に
五
、
白
ね
ば
な
、
b
向
が
、

そ
れ
は
貨
現
不
可
能
で
あ
る
、

と
ν、

、、、
ι 

ル
ダ

1
ん
の
ナ
イ
ト
批
判
は
上
記
の
如
く
で
る
る
が
、
そ
れ
は
、
既
漣
の
如
く
、

z
v
r
と

C
R
O
Z
E
-
v
q
と
の
匡
別
た
し
、

と
い
ふ
命
題
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
更
に
亦
か
か
る
態
度
は
、
自
然
、
経
済
危
険
を
謂
は
ば
保
険
数
問
中
的
に
分
析
す
る
詮
を
選

ば
し
め
る
で
る
ら
う
。
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
、
既
成
の
保
険
迎
論
の
危
険
分
析
を
雛
型
と
し
て
経
済
危
険
を
分
析
す
る
こ
と
止
友
る
で
あ
ら

う

、
、
ユ

ル
ダ

1
ル
は
寅
際
か
く
の
如
き
方
針
を
以
て
危
険
を
分
析
す
る
か
ら
、
先
づ
「
危
険
」
(
翠
数
形
に
於
け
る
)
を
損
害
の
敬

曲
学
的
期
笠
値

(EPF}EEzg
一2
τ
E
E
C
Z
)
と
し
て
抱
え
る
と
共
に
、

他
方
経
摘
危
険
に
闘
し
で
も
事
故
の
統
計
的
確
率
を
考
へ

得
る
と
し
て
客
観
的
危
険
(
苧
之
宮

Z
5
5
5
た
る
概
念
を
樹
立
し
、

そ
れ
は
個
を
の
企
業
者
に
と
っ
て
不
可
知
た
る
も
の
に
非
守
、

と
す
る
。
以
下
に
於
て
五
日
と
は
此
の
ミ
ュ

ル
ダ

1
ル
の
危
険
理
論
を
和
詳
細
に
紹
介
し
よ
う
。

さ
て
、
個
と
の
一
企
業
者
は
一
定
の
企
業
活
動
を
皆
む
に
営
っ
て
、
そ
の
企
業
活
動
よ
り
生
中
る
損
失
に
つ
い
て
何
ら
か
の
見
込
を

持
つ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

ル
ダ

l
ル
は
此
の
危
険
表
象
を
分
析
し
て

M
く
。

、、
ユ

「
或
る
投
資
を
考
慮
し
つ
つ
あ
る
企
業
者
は
、
務
官
却
の
債
格
及
び
技
術
的
生
産
過
程
の
誰
行
に
闘
し
て
、

安
際
或
吾
意
見
(
〉
急
E
E
P
町
)
を
つ
〈
り

MYTdal; ibid. pp. 163-166 10) 



上
げ
る
。
彼
は
将
来
の
収
入
及
び
支
出
に
閲
し
で
一
定
の
濠
想
を
持
つ
。
比
の
濠
想
は
、
粧
品
所
何
れ
に
せ
よ
、
兎
に
角
確
率
函
数
(
者
将
司
回
目
n
H
H
O
E
-
r
r

Z
E
E
-
r
E
)
の
形
を
と
っ
て
現
は
れ
る
。
夫
ミ
の
何
別
的
事
情
陀
肱
ピ
て
、
可
能
な
る
収
入
又
は
支
出
の
額
と
そ
の
貸
現
の
確
率
と
の
数
型
的
積
と
し

て
の
経
済
危
険
(
p
o
雪
。
ロ
。
E
r
=
長
自
己
E
ヨ
主
耳
目
己
目
巳
言
2
Z
Z
L
m
唱
。
E
F
Z
E
-
μ
3
Z
E
L
5
2
E
o
。
時
S
E
-
q
F
O
H
V
3
g
v
E
q
p同

志
自
己
r
p
押
さ
ロ
)
が
現
は
れ
る
。
(
一
般
に
こ
こ
で
は
利
潤
の
可
能
性
n
吉田
2
は
損
失
の
可
能
性
5
r
な
る
言
葉
に
包
括
す
る
、
即
ち
負
の
危
険
と

看
倣
す
こ
と
と
す
る
。
)
或
る
一
定
の
企
業
活
動
を
停
む
に
常
つ
で
胃
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
『
危
険
』
(
伺
し
軍
敷
形
に
於
い
て
)
に
つ
い
て
企
業
者
が
か
く

か
ぐ
の
表
象
を
有
T
る
と
語
る
・
と
き
は
、
か
か
る
(
数
準
的
積
と
し
て
の
)
危
険
表
象
の
程
ミ
な
る
も
の
の
総
和
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
従
っ
て
危

険
は
数
回
噌
的
期
塑
値
と
い
ふ
意
味
に
於
て
貨
停
車
伎
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
有
す
る
が
、
確
率
は
比
、
邸
無
名
数
に
過
ぎ
向
。
}

此
の
引
用
に
謝
し
て
若
干
の
註
稗
を
附
記
し
よ
う
o
此
の
引
用
に
従
へ
ば
、
ミ
ユ
ル
ダ
1

ル
の
危
険
理
論
の
間
愛
知
は
、
企
業
者
が
一
定
の
企
業
活

動
を
行
り
た
結
果
生
ず
る
牧
盆
又
は
損
失
の
可
能
的
な
る
大
主
と
し
て
積
ミ
の
も
の
を
仮
想
し
、
此
の
程
ミ
の
仮
設
的
な
る
損
失
は
、
(
例
へ
ば
N
伺

同
一
僚
件
の
下
て
同
一
企
業
活
動
を
繰
返
し
た
場
合
て
如
何
な
る
頻
度
{
E
己
=
。
P
2
5
2
4
)
を
以
て
現
れ
る
か
を
考
へ
る
と
い
'
主
事
貨
で
あ
る
。

此
の
事
貨
は
、
ケ
イ
ン
ズ
に
あ
円
一
て
は
、
=
〉
ロ
Z
Z
2高
2
5
1
・
1
M
3
r
g
吉

2
2
r
何

回

V
B
E
E
P
-
品

0
2
z
o
ロ
S
Z
F
M
M
m
n
p
r
o
明
日
U
S
E
E
E♂

仏

O仰
い
む
と
洲
町
{
m
u
Cに
E
P
よ
れ
ロ
E
2
日
ロ
山
U
H
U
m
}
の
戸
E
L
む
口
一
E
2
m
m
d
F刷
出
口

UP』之同
R
P
L
Z
γ
己
一
}
5
1
心
中
日
v
-
E
h
f
r
A
h
m
A
r
p
d
k
R
M恒
三

Z
F
t
E
Z
Z
一
日
H
V
J
r
E円

z

d
a
z
-
r〕号
c
n
Z
E
E
-
2
宮
n
m
E
M
G
E
M
-
5
5
2
E
M
5
4
百
四
L
m
q
R民

ο『
同

E
L
E
r
F
}
一
q
E
M
L
骨
E
E
2
2
m
圃
ョ
と
い
ふ
一
言
口
葉
で
表
現
さ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
も

府

亦
噛
庫
相
喝
の
構
造
の
分
析
の
出
後
黙
と
し
て
此
の
事
貨
を
取
っ
て
ゐ
る
が
叫
然
し
此
白
こ
と
は
亦
既
に
古
〈
ピ
グ
ウ
に
於
て
も
見
ら
れ
向
。
(
問
。
耳
目
。
。
片

岡

ι
g印刷出
n
z
z
問
。
Z
E
u
の
構
想
J
記
披
的
に
は
、
此
の
事
費
は
次
の
如
〈
表
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
今
、
此
の
企
業
者
が
同
一
の
経
験
主
能
力
と
欣

、
、

.. 
、
、
、
‘
‘
、
‘
.
、
、
、
、
、

況
・
と
を
以
て
同
一
の
企
業
活
動
を
充
分
に
多
〈
の
同
数
(
N
と
せ
よ
)
に
互
っ
て
試
み
る
と
き
彼
が
蒙
る
で
あ
ら
う
と
自
ら
頭
想
す
る
損
失
貨
幣
額
の

N

ず
ア
リ
エ
イ
ト

個
の
値
を
要
素
と
ナ
る
集
圏
(
唱
も
巳
己
主
2
u
z
E
4
2
6
m
)
を
考
へ
、
こ
れ
に
於
て
獲
量
た
る
損
失

x
は

〉
司
、
凶
a

、さ

な
る
確
率
を
以
て

匂
J

・
'NMM

な
る
債
を
と
る
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
該
企
業
者
は
、

N
同
の
試
行
に
於
て
九
の
損
失
を
す
る
回
数
は
〉
守
-
で
あ
る
、
又
h
a
の
損
失
を
す
る
同
教

は
〉
山
J

で
あ
る
(
以
下
同
様
)
と
自
ら
考
へ
る
認
で
あ
る
。
而
し
て
今
r
を
横
軸
に
泊
っ
て
測

p
yを
縦
軸
に
沿
配
で
測
づ
て
所
謂
度
数
分
布
曲
線
を

つ
く
れ
ば
、
ピ
グ
ウ
の
所
謂
F
E
E
Z
e『

F
-
預
言
江
戸
耳
目
の
-
5
5
は
此
の
曲
線
に
他
な
ら
ず
、
(
第
一
国
の
貨
線
の
曲
線
が
こ
れ
に
営
る
)
、
而
し
て

5守

珠
想
の
構
造
の
分
析

第
四
十
八
巻

七

第

銃

七
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h
h
H
L円〉
L

d

l

〉
片
山

1

T

L

J

U

+

+

N

J

J

の
詣
で
あ
る
。
第
一
圃
の

B
O
が
こ
れ
に
常
る
。
J
こ
ろ
で
此
の
統
率
岡
敬
は
吾
ミ
の
企
業
者
の
主
期
的
表

象
以
外
白
何
も
の
で
も
な
〈
、
此
の
意
味
に
於
亡
主
理
的
確
率
函
教
と
も
名
付
け
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
主
翻
的
性
質
は
、
現
行
に
於
て
生
子
る
劇
中
青
の
度
数
分
布
を
構
成
し
て
と
れ

t
削
照
す
る
と
き
、
一
層
明

阪
と
な
る
o
A
7
苦
之
の
命
業
者
が
全
〈
同
一
白
線
件
を
以
て

N
M同
一
の
企
業
活
動
を
試
与
た
と
す
れ
ば
、

と
こ
に
現
貨
に
企
業
者
が
絃
験
す
る
損
失
の
度
数
分
布
を
得
る
。
今
こ
れ
を
、

笠山
p

o
〕
円
J
r

唱

h

ぷ
"

.•.. 

，
:
・
・
・
d
R
U
-
-
u

濁

田

開

〉

-hu---
目
白
・
・
:
・
・
』
也
、
ご

と
す
る
o

前
の
系
列
は
、
企
業
者
が
主
桐
倒
的
に
珠
恕
し
た
損
失
を
要
素
と
す
る
に
謝
し
て
、
こ
れ
は
被
が
羽

貨
に
蒙
る
損
失
を
要
素
と
す
る
か
ら
、
吾
ミ
は
と
れ
を
客
棚
田
的
持
率
函
教
と
呼

λ
で、

噛
思
想
白
構
造
の
分
析
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帽
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レ
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第
四
十
へ
管

七

第

競

七
回

そ
の
方
程
式
を

h
l岳
、
(
刊
)

と
す
れ
ば
、
此
の
函
数

oa
が
先
に
確
率
商
歎
と
呼
ば
れ
た
も
の
に
常
る
。
而
し
て
所
謂
「
危
険
」
は
吸
血
中
的
期

望
値

困'jf: 

で
表
す
ζ

と
と
し
よ
う
。
(
第
一
闘
の
黙
線
の
曲
線
は
こ
れ
の
園
式
表
示
で
あ
る
。
)

(
側
ミ
の
企

此
の
客
観
的
椛
率
函
数
は
恰
も
生
命
保
険
に
於
け
る
死
亡
表
と
同

大
量
観
察
的
に
は

一
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
人
ミ
が
と
の
客
観
的
確
率
函
歎
に
そ
の
行
動
の
某
礎
を
置
〈
・
と
す
れ
ば
、

業
の
長
期
の
結
呆
に
つ
い
て
視
察
し
た
場
合
或
は
多
数
の
企
業
よ
り
成
る
園
民
解
櫨
開
会
慢
に
つ
い
て
観
察
し
ゃ
入
場
合
)
橡
想
は
常
に
結
果
と
一
致
し
得

る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍

b
主
概
的
確
率
函
数
に
し
て
客
期
的
確
率
函
教
と
一
致
す
る
必
然
性
を
有
し
な
い
限
り
、
拍
車
相
叫
が
現
貨
と
一
致
す
る
可
能
性
は

存
し
な
い
。
甥
の
如
き
錯
誤
こ
そ
主
期
的
確
率
函
数

?ZT観
性
の
最
も
重
要
な
る
結
果
で
あ
る
。

さ
て
以
上
に
於
け
る
客
観
的
確
率
と
主
観
的
確
率
と
の
国
別
は
、

い
ふ
ま
で
も
な
〈
、

ナ
イ
ト
に
於
け
る
危
険
と
不
確
定
と
の
匝

別
に
附
…
癒
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
若
し
ミ
ュ

ル
ダ
l
ル
に
し
て
此
の
主
観
的
確
率
よ
り
出
費
し
つ
つ
、
然
も
そ
れ
よ
り
一
歩
も



出
合
示
、
客
観
的
確
率
へ
の
架
橋
を
怠
る
な
ら
ば
、
危
治
と
不
確
定
と
の
高
別
な
し
と
の
ミ
ュ

ル
グ
1
ル
の
主
張
は
無
意
味
に
終
る

で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
此
の
架
橋
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
ミ
ュ
ル
ダ
1

ル
は
設
い
て
回
〈
。

特
定
の
企
業
者
の

「
今
夜
に
、

経
験
複
合
韓
及
ぴ
彼
の
判
断
能
力
を
所
奥
と
し
、
更
に
彼
が
或
る
一
定
の
欣
況
の
下
に
置
か
れ
た
と
す
る
。
然
る
と
き
或
る
一
定
の

将
来
の
表
象
が
彼
に
と
っ
て
客
観
的
に
正
し
い
表
象
と
し
て
定
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
か
る
表
象
は
、
そ
れ
が
上
記
以
外
の
心
理

的
要
素
に
は
依
存
し
な
い
限
り
に
於
て
、
客
観
的
で
あ
り
、
又
そ
れ
は
、
若
し
此
の
企
業
者
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
欣
況
の
下
に
於
て

常
に
か
か
る
危
険
表
象
K
従
っ
て
行
動
ず
る
と
す
れ
ば
、
彼
が
彼
の
岳
山
口
Q

E
充
分
多
〈
の
同
教
に
亙
っ
て
験
し
得
る
限
り
、
大

、
、
、
u

H

と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
正
し
い
c
-
か
〈
て
主
ユ

教
法
則
に
従
っ
て
彼
の
計
算
が
そ
の
ま
ま
賞
現
さ
れ
る
の
を
彼
は
見
る
で
る
ら
う
、

ル
ダ
1
ル
に
よ
れ
ぽ
、

組
燐
危
険
の
場
金
甲
山
一
あ
っ
亡
ち
、

者
槻
的
確
翠
は
不
可
知
で
は
な
f

、
企
業
者
的
冷
静
た
る
判
断
配
以
て
す

れ
ば
、
把
握
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
客
観
的
危
険
の
定
義
に
し
て
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
一
の
朕
況
mu
下
に

於
て
も
、
企
業
者
を
異
に
す
る
揚
合
に
は
、
そ
の
経
験
と
判
断
力
と
が
異
る
以
上
、
客
観
的
危
険
は
同
一
で
は
あ
り
得
友
い
こ
と
と

-
な
る
の
は
営
然
で
あ
る
。

か
〈
の
如
く
に

L
て
ミ
ュ

ル
ダ
1
ル
は
、
企
業
者
の
主
観
的
危
険
表
象
よ
り
謂
は
ば
客
観
的
合
理
的
要
素
を
抽
出
す
る
の
で
あ
る

が
、
客
観
的
危
険
の
定
義
に
し
て
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
現
賓
の
危
険
表
象
が
何
故
に
客
観
的
売
り
得
ざ
る
か
は
既
忙
明

か
で
あ
ら
う
。
邸
ち
そ
れ
は
危
険
の
大
さ
を
判
断
す
る
に
営
っ
て
非
合
理
的
情
緒
的
感
情
的
要
素
の
作
用
が
混
入
す
る
結
果
に
他
な

ら
ね
の
で
あ
る
。
従
っ
て
亦
、
ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
に
よ
れ
ば
、
意
外
の
利
潤
、
景
気
持
見
動
の
如
ぐ
晴
朗
想
と
現
賓
と
論
離
す
る
現
象
は
悉

〈
非
合
理
的
要
素
の
作
用
に
蹄
せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
錯
誤
は
非
合
理
性
の
表
現
に
他
左
ら
由
。
而
し
て
亦
、
非
合
理
的
要
素

噛
思
想
の
構
造
の
分
析

七
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披

七
五
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十
八
巻

Myrdal: ibid. p. 98. 
Myrdal: ibid. "pp. 101-102， chap. Vln 
Myrdal: ibid. pp・99-101.
Myrdal: ibid. chap. X， pp， 181"-190. 
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時
思
想
の
構
造
の
分
析

第
四
十
八
巻

七
四

は
如
何
に
し
て
経
済
理
論
に
導
入
さ
る
ぺ
き
や
、

の
問
題
も
と
こ
に

てコ
の
解
:j!~書
を
見
出
し
た
と
解
せ
ら
れ第

そ18)扇

七
ノ、

'
ヒ
己
う
日
く

=
一
吉
区

4
1
〈

ル
グ
1
ん
は
、
企
業
者
の
危
険
表
象
を
致
事
的
期
望
値
と
し
て
把
握
し
、

そ
の
構
成
要
素
と
し
て
主
倒
的
要
素

と
客
観
的
要
素
と
を
匝
別
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
分
析
は
明
か
に
、
彼
は
如
何
左
る
大
さ
の
損
害
を
蒙
る
で
あ
ら
う
か
、
ま
た

彼
は
如
何
た
る
大
さ
の
危
険
に
燥
さ
て
ゐ
る
で
る
ら
う
か
、

の
危
険
の
判
断
の
過
程
に
閉
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
危
険
判
断

の
過
程
と
危
険
評
債
の
過
程
、
邸
ち
、
企
業
者
が
危
険
あ
る
行
動
を
敢
で
し
ょ
う
か
そ
れ
と
も
何
か
他
の
方
法
を
と
ら
う
か
を
決
ナ

る
亡
山
町
日
明
コ
亡
、

J
J
J
;
 

此
の
危
険
V-
材
、
推
す
る
こ
と
が
如
何
な
み
純
情
的
犠
牲
を
窓
味
吋
る
か
、

L
C
一山川間

1
ゐ
泊
穏
と
は
岡
引
ht
目
安
(
す
る
。

例
へ
ば
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ぺ
ル
ヌ

1
イ
に
よ
っ
て
既
に
一
認
め
ら
れ
、

ジ
エ
ヴ
ォ

ン
ス
及
び
マ
ア
シ
ヤ
ん
に
よ
っ
て
経
済
理
論
に
導
入
さ

れ
た
る
、
限
界
放
用
逓
減
の
法
則
に
よ
る
、
賭
博
の
不
利
盆
、
従
っ
て
保
険
が
保
険
契
約
者
に
も
た
ら
す
利
径
の
説
明
は
此
の
区
別

を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
冨
3
z
-
F
-
E
u
E

と
冨
己

F
E
E
Z
E
-
E
H屈の同
P
E
D
-と
の
匡
別
。
)

此
白
設
明
白
骨
子
は
次
白
如
〈
で
あ
る
。
今
六
百
鳴
を
有
す
る
人
が
公
平
封
毎
に
百
砺
を
駅
け
る
揚
合
を
考
へ
る
。
殺
は
七
百
傍
か
ら
生
ず
る
幸
闘

の
牛
分
と
五
百
務
か
ら
生
ず
る
幸
繭
の
牛
分
と
の
和
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
限
界
数
用
選
減
の
怯
則
に
よ
り

EC--h』
司
陣
斗
匂
伽
特
ー
劃

1
8
0
h』
宮
九
回
吋
山
守
合
室
八
叫

c
c
h
』
宮
川
一
い
吋
伽
HHVW劃

E
l
s
c
h
-』
司
h
-
H
4可
申
け
+
い
宮
山

で
る
る
か
ら
、
此
の
幸
福
の
期
待
は
六
百
穆
よ
り
生
ず
る
幸
福
よ
り
は
小
古
い
。
換
言
す
れ
ば
、
数
皐
的
期
望
値
は
爾
場
合
を
逼
ピ
て
慶
化
な
き
も
、

道
徳
的
期
望
値
は
確
定
朕
態
よ
り
不
確
定
扶
惑
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
ず
る
。
即
ち
不
確
定
欺
態
に
あ
る
こ
と
に
謝
し
て
人
ミ
は
負
の
放
用
を
認
め

る
こ
と
と
な
白
。
勿
論
、
此
の
ベ
ル
ヌ

1
イ
の
古
典
的
説
明
以
外
に
、
賭
博
の
不
利
益
を
説
明
す
る
方
法
は
穏
ミ
考
案
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の
説
明
を

遁
じ
て
危
険
の
判
断
と
危
険
の
評
債
と
が
直
刻
さ
れ
る
意
味
は
明
か
で
あ

b
Aノ
。
此
の
匝
別
が
純
情
胸
中
的
に
重
要
な
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
危
険
負

拾
の
報
酬
」

(
2
5
Z
L
E
E
r
-淀川
5
巴
戸
間
)
が
設
切
さ
れ
る
駐
に
存
ナ
畠
。
此
の
危
険
負
捨
の
債
格
は
、

費
用
に
危
険
プ
レ
さ
ア
ム

(
損
失
の
一
般
盤
的

期
望
侃
)
を
加
算
十
る
と
き
、
然
も
山
川
生
ず
る
と
こ
ろ
の
牧
文
む
差
額
J

に
あ
っ
て
、
こ
れ
ほ
、
上
記
の
如
〈
危
険
を
同
す
こ
と
よ
り
生
干
る
ご
T
S
E
O

】
『
』
F

句
即
日

に
よ
ワ
て
の
み
説
明
し
科

εも
の
で
あ
る
c
昨
川
訪
利
潤
の
危
険
準
設
(
』
生
長
戸
4
5
2
H
L
H
J
A
E
-
-
F
)
は
か
か
る
危
険
負
拾
の
報
酬
と
し
て
利
潤
を

Myrdal: ibid. pp. IIO-1I2 
W. S. Jevons: Theory， p. '59・(邦謀、 p.'77・)A. JVlarsh::tlI: Princi.ples， III， 
vi， 6. (邦課、第一企河f、P.253・)
Knight: ibid. p. 41. C. O. llardy : Readings in Ri~;'k and Risk.，Hearing， p. I.S・
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川
山

考
へ
る
こ
と
に
於
て
成
立
つ
が
、
ミ
ユ
ル
グ
1

ル
は
比
の
危
険
槙
設
に
一
部
の
員
現
を
認
め
て
、
危
険
の
判
断
過
程
と
評
債
週
桂
と
を
区
別
す
る
の
で

あ
る
。
か
〈
て
彼
は
「
将
来
の
収
入
或
は
文
出
が
不
確
定
止
認
め
ら
れ
る
こ
と
自
穫
が
廷
に
嫡
立
な
る
評
債
の
針
象
と
な
り
、
か
か
る
評
償
が
危
険
負

携
の
債
絡
を
生
む
に
到
る
」
と
主
援
す
る
U

此
の
場
合
留
意
す
べ
き
は
、
一
般
に
危
険
は
致
問
中
的
期
望
値
以
上
に
、
過
大
に
評
慨
さ
れ
る
、
印
ち
危
険

そ
れ
白
骨
に
謝
し
て
は
負
の
放
用
し
か
認
め
ら
れ
ね
、
と
い
ふ
遁
設
に
謝
し
て
、

z
Z
ル
グ
l

ル
が
反
謝
し
て
ゐ
る
こ
主
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
危

険
許
償
に
影
響
す
る
因
子
は
種
、
、
雑
多
で
あ
り
、
危
険
に
謝
し
て
寧
ろ
正
の
致
用
を
認
め
し
め
る
も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
従
う
て
負
の
危
険
負

禍
帽
の
債
格
も
不
可
能
に
非
ず
と
さ
れ
る
。

、、、
~ 

ル
ダ

l
ル
の
抽
出
想
の
構
造
の
分
析
は
大
略
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
念
の
震
に
要
約
す
れ
ば
、
弐
の
如
し
。
|
|
彼
の
出
妥
世
田

は
、
個
と
の
企
業
者
が
牧
銭
叉
は
損
失
に
つ
い
て
、

そ
の
可
能
た
丈
さ
と
し
て
、
単
一

の
大
さ
で
は
な
く
、
種
ミ
の
大
さ
を
認
め
、

夫
と
に
つ
い
て
或
る
確
率
を
考
へ
る
事
資
よ
り
山
川
護
す
る
。

と
と
ろ
で
彼
は
、
若
し
企
業
者
に
し
て
そ
の
時
ミ
の
感
情

K
動
か
さ
る

る
と
と
友
く
冷
静
に
判
断
を
下
す
友
ら
ば
、
該
企
業
者
は
、

そ
の
現
賓

K
絞
験
す
る
で
あ
ら
ろ
客
観
的
危
険
を
諌
想
し
得
ベ
し
、

し

か
〈
て
、
危
険
の
判

そ
の
抽
出
想
が
現
貨
と
一
致
せ
ざ
る
は
夫
故
に
非
合
理
的
要
素
が
判
断
に
介
入
す
る
が
故
で
あ
る
と
云
ふ
。

断
は
、
合
理
的
要
素
と
非
合
理
的
要
素
と
の
協
働
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
賓
に
企
業
者
が
危
険
あ
る
行
動
を
敢

て
す
る
ま
で
に
は
、
企
業
者
に
於
け
る
、
此
の
危
険
は
彼
に
と
っ
て
如
何
な
る
経
済
的
犠
牲
を
意
味
す
る
や
の
、

評
債
過
程
が
演
は

る
。
印
ち
、
該
企
業
者
が
一
定
の
表
曲
棋
を
形
成
し
た
場
合
、
如
何
に
行
動
す
る
か
は
、
第
三
の
囚
Y
J

、
危
険
評
慣
に
依
存
す
る
。

(
註
)

さ
ユ
ル
グ
1

ル
は
「
貨
幣
論
的
均
衡
」
(
の
己
L
P
g耳目
z
r
a
c一
色
与
問
。
塁
。
『
円
)
を
論
ず
る
に
常
っ
て
、
同
)
《
FMm
包
-
o
d
E
O
E
o
rロ昌司

2
5

ロ
E
H
E】何者向
ZZM問自国四角川〉=戸時
ZLO
間内市町内ロ巴昂円牛肉門岡山
E
r
-
-
Z
E己
E
百
rp宮
口
及
び

MN)LPZ
』
作
品
作

E
E再
三
回
会
内
吋

Oコ
LEMNNロ。
MUZMER-MO司

。
宏
司
司
0
2
5
E
z
r
o
F『PEEP--昂
ご
ヨ
《
目
。
『

Z
E
r
2
2且巳一
E
m
oコュ。円

d
Z
E
E
-
5
2
を
前
提
す
る
。

(
C
・
冨
可
三
回
目
日
同
)
2
2
2
Z問。至。
z
r

ず
命
問
ユ
司
巴
ω

岡田切【
E
E
nロ
円
品
。
『
時
己
L
P
C百
円
宮
己
目
ロ

〉ヨ
p
q
u
g
出向田雪印
m
o
N
C『
の
巳
L
Z
H
3同百
w

印・品凶
N・)
前
の
前
提
は
、
危
険
が
数
回
申
的
期
望
僅
に

拍
車
相
却
の
構
造
の
分
析

第
四
十
八
巻

三
七
五

第
二
強

七
七

と

Myroal: ibid. p. r03・

Myrda.l: ibid. pp. '47-'51. 
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由
時
想
の
構
遣
の
分
析

第
四
十
八
巻

一
七
六

第
二
競

七
月、

従
っ
て
評
償
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
過
大
脱
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
過
小
視
さ
れ
る
こ
と
も
た
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
後
の
前
提
は
上
記
の
確
率
剣

断
に
於
け
る
非
合
理
的
要
素
の
排
除
を
意
味
す
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
表
現
だ
け
か
、
b
は
、
此
の
排
除
の
要
請
が
、

て
芳
吉
る
べ
き
も
の
な
り
や
、
そ
れ
と
も
経
済
企
健
、
と
し
て
充
さ
れ
れ
ば
足
る
も
の
な
り
宇
、
は
明
か
で
な
い
。
向
、
此
の
椴
舎
に
附
記
し
た
い
の

あ
り
と
凡
ゆ
る
企
業
者
に
つ
い

は
、
凡
て
の
企
業
者
が
合
間
一
的
に
危
険
を
判
断
し
、
不
偏
的
に
評
備
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、

均
衡
は
即
時
に
成
立
せ
ず
、
生
産
要
素
の
移
動
の
岡

難
D
放
に
摩
擦
が
生
ピ
、
こ
こ
に
「
投
資
利
潤
」
が
後
生
ナ
晶
、
こ
止
を
S

斗
ル
ダ
I

ル
が
主
漉
す
る
駄
で
あ
る
。

旬
し
、
私
は
此
の
さ
エ
ル

r
!

ル
の
主
張
に
謝
し
て
疑
問
を
有
ナ
品
。

E
F
1
E
J
ミ
ュ

d
C
T
t
u
ミ

ル
グ

1
ル
の
抽
出
想
の
構
造
の
分
析
が
、
客
観
的
危
険
を
も
っ
て
個
と
の
企
業
者
に
と
り
で
可
知
念
る
も
の
と
す
る

黙
に
特
徴
を
有
す
る
と
と
は
、
既
中
山
~
に
よ
っ
て
略
ぞ
明
か
で
あ
ら
う
。
既
に
ナ
イ
ト
と
の
比
較
は
終
っ
た
が
、
今
こ
こ
に
警
と
は
、

ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
も
数
撃
的
期
望
値
の
み
に
企
業
者
の
決
意
が
依
存
す

る
と
は
見
難
い
と
さ
れ
、
信
頼

T
2
2
3円
。
)
の
要
素
が
と
り
上
げ
ら
れ
九
v

彼
と
山
護
黙
を
同
う
す
る
、

ケ
イ
ン
ズ
を
と
っ
て
見
ょ
う
。

従
っ
て
彼
は
収
録
の
見
込
を
定
義
す
る
に
設
つ
で
も
、

「
現
賞
に
は
践
臓
と
し
て
居
り
且
多
種
多
様
友
る
可
能
性
の
束
が
企
業
者
の
議
想
の
貫
欣
を
形
成
し
て
居
り
‘
此
の
束
が
、
彼
が
そ
の

決
意
に
達
し
た
揚
合
、
彼
を
し
て
一
定
の
行
動
に
赴
か
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
私
が
企
業
者
の
牧
益
の
見
込
と
呼
ぶ
も
の
は
、
彼
に

し
て
若
し
確
信
を
以
で
す
=
}
】
円
0
2
t
z
q
)
一
課
想
を
抱
い
た
と
す
れ
ば
、
此
の
行
動
に
出
で
し
め
た
で
あ
ら
う
収
録
の
見
込
で
あ
る
、
」

と
云
ひ
、
致
事
的
期
望
値
を
以
て
橡
想
牧
径
を
定
義
す
る
こ
と
を
川
崎
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
百
十
訟
に
ケ
イ
ン
ズ
が
信
頼
度
と
呼
ん
だ
国

子
は
不
完
全
乍
ら
上
記
の
ミ
コ

ル
ダ
I
ル
の
所
謂
第
三
因
子
に
相
賞
す
る
と
す
れ
ば
、

ケ
イ
ン
ズ
と
ミ
ュ

ル、グ
1
ル
と
の
相
違
は
、

後
者
が
、
企
業
者
の
合
理
的
判
断
を
以
て
す
れ
ば
客
観
的
危
険
は
可
知
で
る
り
、
錯
誤
の
原
因
を
非
合
型
的
要
素
の
作
用
に
節
し
た

E壬eynes: ibid. p. 148. 
Keynes: ibid. p. 24， footnote. 3 
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の
に
劃
し
て
、
前
者
が
、
客
観
的
友
る
も
の
の
介
入
絵
地
を
、
袖
胤
想
に
闘
す
る
限
り
、
認
め
な
か
っ
た
と
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら

う

と
こ
ろ
で
客
観
的
危
険
そ
の
も
の
に
つ
い
て
云
ふ
・
な
ら
ば
、
危
険
保
険
料

(
Z
E
E
-】

B
P間
昌
三
ユ
ω
F
H
r
r
言
。
百
円
ロ
ロ
了
間
》
ユ
ョ
。

円一

wmw
昌

Z
Eロ円。)

を
費
用
項
目
の
一
っ
と
着
倣
ナ
と
と
は
、
例
へ
ば
マ
ア
シ
ヤ
ル
及
び
ワ
ル
ヲ
ス
に
於
て
、
既
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

ワ
ル
ラ
ス
の
如
き
は
諸
を
の

ν
と
し
て
肢
に
資
本
化
及
び
信
用
の
均
衡
の
方
程
式
組
織
に
取
入
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
存
在
を
迎
論
的
に
仮
設
す
る
こ
と
自
健
は
何
ら
奇
と
す
ぺ
き
で
は
左
い
り
か
か
〈
見
来
る
と
き
は
、
客
翻
的
危
険
に
つ
い
て
概
念
す

あ
り
、

る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
可
知
性
を
、
然
も
合
四
四
的
判
断
に
よ
る
そ
の
一
円
知
性
を
主
張
す
る
黙
に
、

ル
ダ

l
ん
の
盟
論
の
特
徴

、、、
ユ

は
求
め
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

そ
ι〉さ
耳目 て

由然
をら
絞ぱ

よ此
ち1:;) (() 

ル
ダ
l
ん
の
主
張
は
支
持
し
得
る
で
あ
ら
う
か
ね
私
見
を
卒
庶
民
云
ふ
な
ら
ば
、
支
持
し
難
い
。
以
下

取
扱
ひ
ま
一
般
的
な
ら
し
め
る
錦
、
問
題
を
統
計
接
的
用
語
を
用
ひ
て
制
課
し
て
見
ょ
う
。
今
吾
、
、
の
企
業
者
は
客
翻
的
確
率
函
教
を
何
ら
か
の
仕

方
で
推
定
す
べ
き
地
伎
に
立
つ
課
で
あ
る
が
、
前
節
の
記
就
を
用
ふ
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
の
未
知
数
は

V44
・
ん
及
び
内
九
一
・
ん
の

N

誌
側
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
旬
、
偽

H

H
な
る
関
係
が
自
明
的
に
成
立
ナ
る
か
ら
、

(H-Laic
倒
の
方
程
式
を
つ
く
れ
ば
、
合
計
N

詰
個
の
宋
知
設
が
知
り
得

畠

o
更
に
問
題
と
さ
れ
る
統
計
系
列
に
於
け
る
分
布
が
少
数
の
モ
メ
ン
ト
を
用
ひ
て
筒
翠
な
る
公
式
に
纏
め
得
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
未
知
数
回
較
、

従
ワ
て
樹
立
さ
る
べ
き
方
程
式
の
敷
は
一
麿
減
ず
る
筈
で
あ
る
。
然
、
b
ぱ
此
等
の
方
程
式
は
如
何
に
し
て
樹
立
さ
れ
る
か
、
又
此
等
の
未
知
数
は
如
何

に
し
て
定
め
ら
れ
る
か
。
企
業
者
の
親
験
が
重
要
役
割
を
演
ず
る
の
は
此
慮
に
於
て
で
る
る
が
、
此
場
合
経
験
は
、
上
記
の
大
さ

N

な
る
原
集
国

(
司
回
目
ロ
門
官
官

-PEロ
)
か
ら
何
ら
か
の
仕
方
で
(
例
へ
ば
、
旦

Z
Z
3ヨ
に
、
或
は
司
ミ

3
2
-
z
f
に
)
抽
き
出
さ
れ
た
見
本

(
E
E立
命
)
左
看
倣
さ

る
べ
き
で
あ
る
α
而
し
て
企
業
者
の
刻
断
力
は
、
恰
も
一
一
坪
円
牧
穫
よ
り
よ
り
庚
汎
な
る
面
積
の
牧
穫
を
換
定
ナ
る
場
合
と
同
様
に
、
此
の
見
本
に
よ

っ
て
原
集
圏
の
構
成
を
推
定
す
る
震
に
働
〈
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
蕊
に
所
謂
剣
断
力
と
は
、
出
E
z
-
-
E
m
の
問
題
乃
至
は
同
E

の
ず
♀

Z
E
S『

角川内
J
U
コュ
r
o
z
r
c
r
η
目。『昼「》『
ι
z
z
ロ四白
Z
Z
L
A
2
2

L
-
n
Z
E
-
-
m
r
判例ロロ戸内コ

t
p
i
u
『【内
L
-
m
M
M

同
w
包「白=】命陣内同ぬ』ロぬ同

羽

z-ユZ
一-z
ユの
J

『ロ一回門戸]目。山内戸】】ぬ『目ゅ問。
r
o
z
mロ

縁
想
の
構
謹
白
分
析

第
四
十
八
巻

三
七
七

第

披

七
九

¥Valras: EI品ments，p. 243. Marshall:: :Princip]e~， V， vii， 3・
以下白取扱ひについては、 O.N. And.erwn:-ginfi1hrung in die mathemati-

5chen Statbtik， 1935・に皐ぶとこるが多い。
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暗
闇
想
白
構
遣
の
分
析

第
四
十
八
巻

丹、

O 

七
i¥. 

第

銃

P
E
Z
Z
M再
三

Z
2
0『

の
問
題
の
解
決
者
の
詞
に
他
な
ら
ぬ
。

判
断
力
は

然
し
乍
ら
合
理
的
な
る
、

気
分
乃
至
感
情
の
混
入
だ
き
、

《

)
2
-
ロ
z
z
n

、
ュ
ル
グ
l
i
w
の
要
求
す
る
如
き
解
決
を
奥
へ
る
で
あ
ら
う
か
o

此
が
常
面
の
問
題
で
あ
る
。

先
づ
純
粋
に
形
式
的
に
、
郎
ち
確
卒
論
的
に
問
題
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
、
司

ユ

ル
ダ

1
1
N
の
説
〈
如
き
結
果
は
到
底
等
号
得
泣
い
。

此
場
合
見
本
の
種
と
の
モ
メ
ン
ト
よ
り
、
例
へ
ば
千
エ
ピ
セ
イ
7

不
等
式
の
逆
b
L
用
ぴ
て
、
岡
山
集
闘
の

間
{
川
広
一
位
一
円
釦
一
切
U
F
E
R
P
H
u
n
H
n
u
円

均
‘
偏
差

4
苛
と
)
を
2
E
E
P
F
O
す
る
と
い
ふ
の
が
、
最
も
一
般
的
な
る
行
方
?
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の

は
、
原
集
闘
の
∞

Z
Z
E
J
E
2
5
5
が
成
る
指
定
さ
れ
二
つ
の
暁
界

3
L
Z門一
ω
二
宮
と
の
聞
に
-
b
る
併
窄
の
下
限
一

3
J
h
L
3
2

8
0
2号
三
)
に
過
ぎ
な
い
円
。
こ
の
こ
と
は
既
に
古
典
的
な
言
。
-
出

Z
0
2
2
の
理
論
を
想
起
す
る
だ
け
で
も
既
に
明
か
で
あ
ら
う
。

従
っ
て
吾
と
は
客
観
的
確
率
函
教
の
認
識
に
到
達
す
る
乙
と
は
出
来
危
い
。
然
し
街
、
経
済
危
険
が
問
題
と
な
る
揚
合
に
於
て
は
特

に
注
意
を
要
す
る
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
は

ナ
イ
ト
が
銃
く
注
意
し
た
事
情
で
あ
っ
て
、
首
閣
の
問
題
た
る
経
済
危
険
と
い
ふ
が
如

き
揚
合
に
あ
っ
て
は
、
事
例
を
分
類
す
る
に
営
っ
て
依
擁
す
る
に
足
る
安
営
友
る
基
礎
が
全
く
存
し
友
い

窓
口
ユ
ゲ
『
色
白
書
3
4
コで
-
E
Z言
語
・
)
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
此
の
事
情
の
存
本
は
、
容
易
に
統
計
的
確
率
・
を
求
め
得
ぺ
き
他
の
揚
合
と

(ZCE--斗
z
v
g
c『
出
向
弓

比
較
す
れ
ば
、
直
ち
に
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
か
か
る
事
情
は
、
営
商
し
て
ゐ
る
事
態
の
見
本
を
過
去
の
経
験
の
う
ち
に

求
め
る
と
と
を
著
し
く
困
難
友
ら
し
め
る
。
主
口
と
は
先
に
原
集
闘
の
要
素
を
全
然
所
輿
の
如
く
宥
倣
し
て
議
論
を
進
め
た
が
、
企
業

者
に
と
っ
て
彼
が
直
面
し
て
ゐ
る
事
態
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
と
と
は
、
決
し
て
容
易
・
な
こ
と
で
は
友
い
。
而
し
て
若
し
そ
れ
が
的

確
に
認
識
し
得
売
に
し
て
も
、
過
去
の
経
験
或
ひ
は
知
識
を
通
し
て
類
似
の
見
本
を
求
め
る
こ
左
は
、
時
と
し
て
不
可
能
で
あ
る
。

資
際
彼
の
営
面
す
る
欣
況
は
、
過
去
の
経
験
を
超
え
た
、
会
く
新
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。
世
上
、
「
目
の
下
に
新
し
き
も
の
た
し
」
と 平

O. N. Amlerson: a. a. O. 5S. 2".，-247. 
Eζnight: ihirL p.会25・

27) 
28) 



云
び
、
或
は
統
計
筆
者
が
「
そ
の
形
明
擦
に
し
て
且
時
間
の
経
過
に
於
て
安
定
性
を
保
て
る
分
布
を
一
不
ず
如
き
統
計
系
列
を
見
る
こ

と
は
、
経
済
統
計
に
於
て
は
極
め
て
稀
で
あ
み
一
」
と
語
っ
て
ゐ
る
の
は
、
と
れ
を
指
ず
。
此
の
限
り
に
於
て
見
本
は
存
し
た
い
と
も

古
へ
ょ
う
。
或
は
、

で
あ
る
と
も
云
へ
ょ
う
。
兎
に
角
五
日
ミ
は
奥
へ

ナ
イ
ト
の
表
現
を
借
り
て
、
問
題
と
さ
れ
る
事
例
は

5
2
5

ら
れ
た
見
本
を
些
一
程
犬
な
る
も
の
と
見
る
と
と
は
出
来
な
い
。
叉
原
集
闘
に
つ
い
て
何
ら
か
の
分
布
法
則
を
仮
定
す
る
と
と
も
、

般
に
は
許
さ
れ
ね
。
此
の
事
情
は
企
業
者
の
客
観
的
判
断
を
著
る
し
く
困
難
な
ら
し
め
る
。
何
よ
り
も

2
一コ
E
S
S
E
O
B
E
g
-
を

高
め
る
偽
に
は
、

か
く
し
て
得
ら
れ
た
結
果
は
企
業
者
の

つ
の

b
品
Z
2
p
一一一吉山
Z

の
差
を
充
分
に
大
き
〈
と
ら
ね
ば
友
ら
ね
が
、

行
動
の
指
針
と
す
る

K
足
り
山
も
の
で
あ
る
口
例
〈
ば
、
十
高
闘
投
資
の
企
業
病
動
の
損
失
の
数
民
学
的
期
笠
値
が
零
固
と
十
寓
園
L
E

の
間
に
あ
る
確
率
は

0
・
七
で
る
る
と
い
ふ
知
識
が
阪
に
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
か
か
る
知
識
は
死
亡
表
が
生
命
保
険
に
於
て
演
や
る

如
汁
-
仙
川
訓
佐
川
市
ア
む
の
に
ば
は
あ
る
ま
い
。

日
ふ
宝
引
U
J
Y

十
右
く
数
迎
絞
計
尽
に
於
て
は

(7) 

MWHZ町
一

。

口

ω門
戸
同
出
引
戸
内
山

凶
門
門
戸
押
収
円
山
口
H
d
e
一
日
〉

p
p
a
M
d叩
戸
作
円

を
得
る
震
の
方
法
(
例
へ
ば
ヨ
Z
M
E
Z
E
-
-
-
z
x】

E
Z
E
C品
目
如
さ
が
)

然
し
そ
れ
は

自日
ち

が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

-rozr。
。
〔
]

g
g
E
2
0『

S
E
E
P
-
-単
一
止
を
高
め
る
第
の
工
夫
に
他
念
ら
や
、
此
等
の
方
法
で
得
ら
れ
た
結
果
が
ミ
ュ

ル
ダ
l
ル
の
云
ふ
如
く

客
観
的
に
正
し
い
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

又
仙
川
も
そ
れ
と
同
様
に
、
以
上
の
吟
味
は
、
企
業
者
が
主
観
的

に
表
象
し
た
る
危
険
の
度
数
分
布
、
上
記
の
所
謂
主
観
的
確
李
函
教
の
存
在
不
可
能
を
主
張
す
る
乙
と
と
は
な
ら
ぬ
。

以
上
に
於
て
吾
ミ
は
謂
は
ぽ
試
料
論
的
視
結
よ
り
問
題
を
考
へ
た
。
然
し
乍
ら
企
業
者
の
危
険
に
封
ナ
る
反
作
用
の
仕
方
は
比
の
一
般
的
形
式
的
視

貼
D
h
を
以
て
し
て
は
論
ピ
意
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
邸
ち
微
妙
な
る
例
別
的
特
殊
的
事
情
を
巧
み
に
臨
機
鷹
援
に
活
用
し
て
一
世
ミ
の
知
識
を
、
一
般

的
に
考
へ
得
る
よ
り
も
、
よ
り
一
暦
精
確
な
ら
し
め
得
る
と
い
ふ
事
情
を
考
慮
せ
ね
ば
な
、
b
ぬ
の
で
あ
る
o

勿
論
個
ミ
の
企
業
者
が
そ
の
翻
験
を
ど
と

ま
で
活
用
し
得
る
か
は
人
に
よ
っ
て
異
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
此
の
一
限
P
に
於
て
個
人
の
能
力
の
差
等
を
考
へ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
若
し
さ
品
ル
ダ
1

ル

噛
皿
想
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構
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の
分
析
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四
十
八
巻
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想
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第
二
観

三
人

O

1¥. 

の
所
謂
客
観
的
危
険
の
諸
個
人
間
に
於
け
る
差
等
と
い
ふ
如
き
も
の
が
何
ら
か
の
意
味
を
有
し
得
る
と
す
れ
ぽ
、
唯
此
の
動
に
於
て
で
島
与
う
。
蓋
し

上
に
定
義
し
た
客
翻
的
確
率
函
敷
に
翻
し
て
者
ミ
は
側
人
的
差
等
を
抽
出
見
し
得
ね
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍

b
此
の
貼
に
於
て
如
何
に
有
離
な
人
と
離
も
、

将
来
の
醐
出
動
に
つ
い
て
上
記
の
存
観
的
確
率
の
認
識
に
到
達
し
得
る
と
は
見
難
い
。
彼
の
認
識
白
精
確
度
が
統
計
的
確
壌
の
そ
れ
に
及
ば
ぬ
所
以
は
、

上
記
の
経
済
事
象
の
特
殊
性
か
ら
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
、
b
ぅ
。
現
貨
に
は
優
秀
な
る
企
業
者
が
存
在
し
て
か
か
る
能
力
を
愛
揮
し
つ
つ
あ
る
か
に

見
え
る
が
、
如
何
に
優
秀
な
る
企
業
者
と
雄
も
、
北
る
企
業
活
動
が
有
利
で
あ
る
か
不
利
で
あ
る
か
、
又
そ
の
危
険
が
大
き

μ
か
小
さ
い
か
、

の
程
度

に
於
て
し
か
事
態
を
洞
察
し
得
る
に
過
き
子
、

。

ナ
イ
ト
の
分
析
の
一
市
す
如
し
Jr

枠
制
倒
的
危
険
を
相
針
的
に
精
確
に
把
握
し
得
る
の
み
な
、
b
ず
、

そ
の
計
算
は
机
雑
な
る
近
似
化
以
上
を
多
〈
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
ζ

そ、

傑
秀
な
る
企

他
方
精
紳
的
方
商
に
於
て
も
非
凡
な
る
と
と

業
者
は
、

，
行
戸
、

t

h

3

、J
-
一

〉

Y

〉

O

b
ぐ

E
E

し
Y
人
弘
司

r
n
d

且，二一《
C

町一、
4

4

E

C

干

E

円

」

4
1しい

;
t
ヤヨ円、
J

3
↓
4
d

ヨZ
T

，L
E
司

d
z
z

ミ
ι』
U
3

、t仁
ζ
ι
s
h
可
申
4

a

b

I

h

I

J

-

A

A

J

山
こ
ヨ
軒
L

L

J

、J
E
号、広当時白
ι「
r

L

J

岩子、
d

j

r

下町、
j
3
0

E

百
十
プ

U
4
Z
-日
本
知
州
知
見
白
日
量
当
斗
一
号
事
一
F

J
抗
/
』

~

-

4
中

k
u
-
d一世
4

4

J
迫
害
叶
一
4
1
1

お
↑
イ
」
イ
L
仰

小

町

C
円

叫

6
4
U

と
と
で
吾
と
は
以
上
の
批
判
的
絞
述
に
一

つ
の
要
約
を
興
へ
ょ
う
。

ナ
イ
ト
は
、
危
険
と
不
碓
定
と
の
匡
別
を
主
張
し
た
が
、

ル
グ
1
ル
は
此
匝
別
を
無
意
味
と
し
、
経
済
危
険
の
揚
ム
口
に
於
て
も
、
損
失
の
客
観
的
確
率
は
個
と
の
企
業
者
に
と
り
で
可
知
の

大
さ
・
怒
り
と
す
る
が
、
吾
と
の
見
る
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
此
の
見
解
は
到
底
支
持
し
得
向
。
か
く
て
吾
そ
の
立
揚
は
、
危
険
と
不
確
定

と
の
匝
別
を
主
張
す
る
ナ
イ
ト
の
そ
れ
に
障
る
。
夫
故
に
吾
ミ
が
結
語
的
に
主
張
す
べ
き
と
と
は
、
次
の
ナ
イ
ト
の
文
掌
の
中
に
み
一

部
的
に
含
ま
れ
る
。
「
企
業
者
の
決
意
が
庭
迎
す
べ
き
欣
況
は
飴
り
に
も
個
位
的
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
統
計
表
の
作
製
も
行
動
の

基
準
た
る
債
値
を
有
し
得
友
い
。
客
観
的
に
測
定
さ
れ
得
る
確
率
の
概
念
は
全
然
趨
用
し
得
左
い
。
」
此
の
一
意
味
に
於
て
、
ナ
イ
ト
の

此
の
匝
別
を
高
〈
評
憤
ぜ
ん
と
す
る
マ
ル
シ
ャ
ツ
ク
に
射
し
て
私
は
同
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
唯
吾
と
が
ナ
イ
ト
と
具
る
の
は
、

そ
の
主
観
性
の
故
に
棄
て
て
顧
み
・
な
か
っ
た
主
観
的
確
率
函
数
白
贈
を
、
何
ら
分
解
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
そ
の
ま
ま
取
っ
て
、
議
想

の
構
造
の
分
析
の
出
没
劉
と
す
る
臨
で
る
る
。
而
し
て
此
の
臨
に
於
て
五
口
と
は
ナ
イ
ト
よ
り
も
寧
ろ
ミ
ュ

ル
ダ

1
ル
に
近
い
と
も
見

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

Eωnomica， Aug. 1938， p. 

、、

Knight : ibid. pp. 24ト 243.
Eζnight: ibid. p. 231. 
Marschack: AS!::iets， Prices and Monetary TheoT) 
271， footnote 1. 
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抗
漉
盤
拡
町
V

国

以
上
の
批
判
は
、

ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
の
危
険
理
論
の
根
本
方
針
に
関
す
る
が
、
次
に
こ
れ
よ
り
生
や
る
腕
結
に
つ
い
て
鍍
べ
て
見
度

ぃ
。
先
づ
、
以
上
で
五
口
と
が
理
解
し
た
意
味
に
従
っ
て
主
観
的
確
率
函
教
を
没
想
の
構
造
の
分
析
の
出
掛
町
鮪
と
す
る
場
合
、
損
失
の

教
接
的
期
笠
値
と
し
て
危
険
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
最
早
無
僚
件
に
は
許
る
さ
れ
難
い
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
亦
危
険
評
債
の
因
子

の
分
析
に
つ
い
て
も
亦
、
そ
の
不
完
全
左
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
、
吾
、
、
ほ
上
記
の
如
く
に
し
て
主
視
的
確
率
函
数
よ
り
出
獲
す
る
に
し
て
も
、
然
し
「
危
険
」
を
盟
十
に
教
撃
的
則
担
当
値
止
し
で
の
み
把
え
る
と

と
は
出
来
な
い
。
一
例
と
し
て
誌
に
一
高
闘
の
財
産
を
有
す
る
人
が
ゐ
て
、
誰
か
或
る
人
と
公
平
謝
等
な
る
踏
を
す
る
場
合
を
考
へ
る
。
彼
は
そ
の
財

産
を
凡
て
緒
け
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
文
自
闘
だ
け
賭
け
る
=
と
も
凶
来
る
o

前
の
場
合
、
彼
の
財
産
が
二
関
闘
に
な
る
椛
率
も
一
冗
も
子
も
無
く
す
る

確
率
も
共

I
O
L
1
f
i
る
っ
て
、
従
っ
て
財
産
の
薮
皐
的
刻
印
車
値
は
一
一
時
闘
で
あ
づ
て
、
損
失
の
敷
畢
的
期
望
値
と
し
て
の
危
険
は
写
で
あ
る
。
後
の

場
令
、
財
産
が
一
高
官
闘
及
び
九
千
九
百
闘
と
な
る
確
率
が
夫
ミ

0
・
玉
で
、
此
の
場
合
も
財
産
の
数
皐
的
期
望
伎
は
一
一
高
岡
、
ミ
ユ
ル

r
l
ル
の
所

謂
危
険
は
零
で
あ
る
。
か
〈
の
如
〈
此
の
二
つ
の
場
合
を
通
じ
て
ミ
ユ
ル

r
I
ル
の
所
謂
危
険
は
同
一
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
そ
の
財
産
の
全
部
を
師
事

げ
て
賭
け
る
危
険
と
儲
か
一
部
分
を
賭
け
る
危
険
と
を
何
人
も
同
了
と
は
瓦
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
意
味
に
於
て
危
険
を
単
に
薮
撃
的
期
望
値
と
し
て

抱
え
る
見
方
は
一
面
的
で
あ
る
と
諸
は
ざ
る
を
得
な
い
。

保
険
理
論
に
分
析
の
雛
裂
を
見
出
し
た
ミ
ユ
ル
ダ
1

ル
が
先
づ
危
険
を
教
接
的
期
望
値
と
し
て
把
え
た
こ
止
は
偶
然
で
は
な
い
。
逆
に
吾
ミ
の
上
記

の
立
場
よ
り
ナ
れ
ば
、
か
か
る
抱
援
は
最
初
よ
り
、
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
次
に
こ
の
こ
と
を
説
明
し
よ
う
。
周
知
の
如
〈
、
度
数
分
布
は
一
般

に
若
干
個
の

a
E
Z』

2
-
F
V
M
E
E
m
Z
E
(例
へ
ば
算
術
平
均
、
標
準
偏
差
等
、
、
)
を
用
ひ
て
簡
車
に
表
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
そ
れ
が
正
常
分

布
を
示
す
止
す
れ
ば
、
度
数
分
布
唱
(
と
は
算
術
平
均
王
と
標
準
偏
差
6

主
を
用
ひ
て

同

l
m
町田凶

6
3
(
h
)
H
I
l
-
-
u打

、

日

も

。
で
N肖

で
一
罰
さ
れ
る
。
3

と
こ
ろ
で
此
際
度
数
分
布
を
特
徴
づ
け
る
錫
に
、
先
づ
何
ら
恥
の

冨
宮
内

2
0ユ
が
必
要
な
こ
と
は
い
ふ
宮
で
も
な
い
。
ミ
ユ
ル
ダ

I

拍
車
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四

戸、

宮存

続

ル
は
所
奥
の
一
度
数
分
布
白
中
教
と
し
て
、
確
率
を
以
て
加
重
さ
れ
た
る
算
術
平
均
を
採
っ
た
が
、
然
し
そ
れ
の
み
が
中
敷
と
し
て
遁
常
で
あ
る
と
な
し

難
い
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、
他
に
例
へ
ば
最
頻
値

(
E
R
r
)
の
如
〈
、
此
の
場
合
中
敷
と
し
て
何
ら
不
合
理
で
な
い
も
の
も
存
在
す
る
。
(
第
一
間

参
照
)
既
に
ミ
ユ
ル
グ
ー
ル
は
此
の
黙
を
看
過
し
て
ゐ
る
が
、
然
し
、
度
数
分
布
を
特
徴
づ
け
る
に
は
中
敷
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
勘
く
と
も
今

一
つ
偏
差
を
測
る
パ
ラ
メ
ヱ
タ
ア
を
要
す
る
と
い
ふ
自
明
の
事
費
も
彼
の
注
意
を
治
し
て
ゐ
る
。
此
的
結
果
、
上
記
の
場
合
、
標
準
偏
差
は
一
寓
闘
と

一
一
白
闘
と
の
相
違
を
一
択
す
に
拘
は
ら
ず
、
彼
の
理
論
は
此
の
こ
と
を
考
慮
し
得
な
い
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
い
ふ
宜
で
も
な
〈
巾
歎
と
偏
差
と
の
品
で
は

度
数
分
布
を
完
全
に
特
徴
づ
け
得
ぬ
こ
と
が
砂
〈
な
い
。
然
し
乍
ら
蕊
で
は
、
簡
単
の
鏡
、
敷
島
中
的
期
望
値
と
標
準
偏
差
と
だ
け
で
一
腹
度
数
分
布
が

特
徴
づ
け
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
議
論
を
話
め
よ
う
。

既
池
の
如
〈
川
町
、
『
品
ル
グ
l

ル
は
第
三
閃
子
止
し
て
危
険
評
倒
の
市
首
滞
在
恕
げ
て
ゐ
る
が
、
此
の
際
危
険
が
何
故
に
穀
劇
的
期
間
点
怖
に
経
っ
て
許
侠

さ
れ
ね
か
は
、
「
不
碍
か
な
と
と
自
搬
に
劃
す
る
立
文
は
負
の
致
用
」
と
い
ふ
一
般
的
原
凶
に
蹄
せ
、
b
れ
・
主
観
的
確
率
函
数
の
構
誌
と
同
無
関
係
に
裁

か
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
上
記
の
如
〈
見
る
な
ら
ば
、
此
の
根
擦
が
主
観
的
確
率
函
監
の
構
遣
に
存
ナ
る
こ
と
は
明
恥
で
あ
る
o
最
近
マ
ル
シ
ャ
ツ
タ

は
此
の
駄
を
説
明
し
て
子
、
に
多
く
の
教
示
を
奥
へ
た
か
ら
、
以
下
彼
の
紋
手
E
引
用
ナ
制
。

マ
ル
シ
ヤ
山
γ

ク
に
於
て
は
、
一
定
時
期
に
於
け
る
粗
牧
盆
の
猿
想
が
問
題
と
さ
れ
る
O

(

危
険
で
は
な
く
、
枚
盆
の
珠
想
を
問
題
と
す
る
貼
は
ピ
グ

ゥ
、
ケ
イ
ン
ズ
、
ヒ
ツ
ク
ス
な
ど
と
同
様
で
あ
る
。
術
以
下
で
は
「
一
定
時
期
に
於
け
る
」
と
い
ふ
限
定
を
省
略
す
る
。
)
即
ち
彼
は
、
側
首
、
の
企
業

者
が
表
象
す
る
見
込
牧
盆
の
確
率
函
敷
(
円

E
ち

g
q
m】

Z
E
E
Eロ
)
を
考
へ
、
こ
れ
を
出
夜
勤
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
教
皐
的
期
望
位
は
此
の
度
敷
分
布

を
特
徴
つ
け
る
に
充
分
で
は
な
い
。
一
よ
り
選
ん
だ
近
似
は
、
可
能
な
る
和
牧
盆
が
中
扱
の
古
は
り
に
ど
の
程
度
ま
で
集
う
て
ゐ
る
か
を
測
る
偏
差
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
。
所
謂
椛
賃
な
る
資
産

(
E
n
Z
E
』
己
目
明
白
)
は
粗
牧
盆
が
不
確
貨
な
る
も
の
に
比
し
て
、
よ
り
少
な
い
誤
差
で
も
っ

て
致
見
さ
れ
得
る
こ
と
に
よ
ワ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
誤
差
の
小
な
る
理
由
は
、
或
は
資
産
が
可
成
に
不
慶
な
生
産
保
件
及
び
販
貰
保
件
を
有
す
る
物

的
設
備
で
あ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら
う
し
、
或
は
そ
れ
が
債
権
で
あ
っ
て
、
債
穣
者
は
、
排
融
問
が
遅
滞
し
た
場
合
に
は
約
定
沼
り
抵
筒
を
差
押
へ

て
こ
れ
を
取
戻
し
得
る
た
め
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
反
針
に
不
安
全
な
る
費
産
に
於
て
は
、
牧
盆
の
偏
差
は
安
全
な
る
も
の
に
比
し
で
大
量

い。」

か
く
の
如
〈
危
険

(
或
は
負
の
危
険
と
し
て
白
山

E
E
ユE
r
m
p『
己
可
)
は
牧
盆
の
度
数
分
布
の
偏
差
で
測
、
b
れ
る
。

ヂ
グ
ヲ
イ
・
オ
プ
E

コ
J

フ

イ

ヂ

シ

ス

イ

ン

グ

ア

I
ス

リ

イ

刊

な

ら

っ

て

記

競

的

に

表

示

す

れ

ば

、

信

頼

度

D
は
標
準
偏
差

σ
と

は

謎

に

蟹

化

す

る

。

即

ち

E王

IV 

ロ
ピ
ン
ソ
ン
に

b
I
d
p
(
Q
)
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と
と
る
で
マ
ル
シ
ャ
ツ
ク
は
、
此
の
危
険
度
。
市
場
的
表
現
に
注
意
す
る
。
今
と
こ
に
、
粗
収
益
の
数
畢
的
期
望
値
は
等
し
い
が
危
険
度
を
異
に
ナ

る
二
つ
の
資
産
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
安
本
債
値
は
勿
論
夫
ミ
異
な
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
相
違
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
は
、
多
く
の
場
合
安
本
化
の
基

準
に
置
か
れ
る
利
子
率
が
夫
ミ
異
る
た
品
で
あ
る
。
危
険
な
る
費
産
の
委
本
化
の
某
準
た
る
利
子
容
は
、
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
だ
け
、
安
全
な
る
資
産
に

附
せ
ら
れ
る
利
子
歩
合
よ
り
高
い
。
か
〈
の
如
く
危
険
度
は
通
常
危
険
プ
レ
さ
ア
ム
で
測
ら
れ
る
が
、
「
明
か
に
粗
牧
盆
の
評
債
宍
を
Z
E
F
E
5
の
要

素
)
及
び
そ
の
偏
差

(
N
z
z
z
n
Z
の
要
素
)
が
主
額
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
一
定
の
大
さ
の
偏
差
が
奥
へ
ら
れ
た
場
合
如
何
な
る
高
さ
の
ア
レ

芝
ア
ム
を
封
麿
せ
し
む
べ
き
か
は
、
人
に
よ
っ
で
異
な
る
。
(
名
品
一
E
E四
Z
Z
の
要
素
)
。
更
に
同
一
人
に
関
し
で
も
時
に
よ
っ
て
異
な
る
O
]

味
に
於
て
、
さ
且
ル

r
I
ル
の
第
一
一
一
因
子
は

N
2
2
2
n
Z
と

J
F
m
r己
正
也
内
何
回
目
と
の
こ
つ
り
構
成
要
素
に
分
解
さ
札
た
O

で
あ
る
。

ツ
タ
の
把
握
が
さ
ユ
ル
ダ
]
ル
の
そ
れ
よ
り
も
合
理
的
な
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

此
の
意

此
の
マ
ル
シ
ヤ

さ
て
以
上
の
如
〈
分
析
さ
れ
た
る
諜
忽
要
素
を
経
情
理
論
に
導
入
す
る
と
き
、
経
済
理
論
が
取
扱
ふ
べ
き
範
閣
は
、

諸
肌
心
亦
市
揚
、

即
ち
ケ
イ
ン
ズ
の
所
謂
金
融
的
流
過
ぎ
M
U
Z
Z
-
2
2
2
F
Fニム

に
ま
で
撹
大
さ
れ
得
る

3

何
故
か
た
れ
ば
、
r賢
官
涯
の
緋
吠
要
素
と
し

て
の
現
金
、
債
察
、
株
山
亦
等
等
は
夫
と
安
全
度
を
具
に
し
、
諸
個
人
は
此
等
に
つ
い
て
謂
は
ば
安
全
性
の
選
擦
を
強
び
ら
れ

τ居
り
、

此
等
の
諸
個
人
の
選
揮
の
合
成
山
市
が
詮
泰
市
揚
の
債
待
形
成
に
他
左
ら
ね
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
黙
に
閲
し
て
は
、

ル
グ
l
ル
の
み
友
ら
や
、
瑞
典
型
汲
は
一
般
に
顕
著
た
る
展
開
を
示
し
て
ゐ
た
い
。
晴
朗
想
要
素
の
導
入
を
内
容
的
に
利
用
し
た
功
績

は
創
橋
事
減
、
就
中
ケ
イ
ン
ズ
に
蹄
せ
ら
れ
よ
九
。
然
し
乍
ら
此
の
結
に
ま
で
絞
誠
一
を
進
め
る
こ
と
は
今
の
仕
事
で
は
な
い
。

噛
思
想
の
構
造
の
分
析
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